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事業概要
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◼ リン系製品
半導体向け高純度リン酸（エッチング液）、
一般品（金属表面処理剤、食品添加物など）、
リン酸塩など

◼ 凝集剤（上下水・工業用水処理、

電子基板向けエッチング剤など）

◼ その他製品（コンデンサー向け原料、消臭剤など）

◼ 化合物半導体向け高純度無機素材
（高純度ガリウム、インジウム、赤リン、酸化ホウ素など）

◼ 放射性ヨウ素吸着剤（原子力発電所フィルターベント向けなど）
◼ 建設機械（破砕機、選別機、粉体機器、

電子ビーム溶接加工（半導体製造装置、宇宙分野など））

◼ 土木機械（掘進機（上下水道向け））

ラサ工業
（大阪工場）

台湾子会社
（100％連結子会社）

韓国合弁会社
（持分法適用会社）

化成品事業

電子材料事業

機械事業

半導体向け高純度リン酸の製造体制

39,956百万円／83.7%

2,395百万円／5.0%

4,197百万円／8.8%

連結売上高

47,727百万円 うち、高純度リン酸
売上高 16,796百万円／35.2%

• 半導体向け高純度リン酸（エッチング液）
では、グローバルトップシェア

ラサ工業（大阪工場）と台湾子会社の合計

会社概要

商 号 ラサ工業株式会社 

本 社 東京都千代田区外神田一丁目18番13号

創 業 1913（大正2）年 5月 1日 

設 立 1918（大正7）年 6月 26日 

従業員数 631名（連結） ＜2026年3月31日現在＞

＜2026/3期＞



2. 2027年3月期 第1四半期実績
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（単位：百万円）

2026/3期
第1四半期

2027/3期
第1四半期

増減 前年同期比
第2四半期

予想
通期予想

売 上 高 10,472 13,709 3,237 30.9% 26,000 54,000

営 業 利 益 1,317 1,805 487 37.0% 2,800 6,200

経 常 利 益 1,454 1,863 409 28.1% 2,900 6,300

親会社株主に帰属する

四半期純利益 1,089 1,312 222 20.5% 2,000 4,300

（減価償却費） 436 453 16 3.8%

5

2027年3月期 第1四半期 決算概要

◼化成品事業の半導体向け高純度リン酸（国内・海外向け）、電子材料事業の化合物半導体向け
高純度無機素材が堅調に推移したことに加え、前期1Qに低調だった化成品事業の一部購入品
や機械事業の反動もあり、売上高は、前年同期比で30.9％の増収。

◼営業利益は、化成品事業および電子材料事業を中心に増益となり、前年同期比で37.0%の増益。

◼売上高、営業利益ともに、四半期ベースで過去最高。



年度業績の推移
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売上高と営業利益の推移

1,871 

2,659 

3,475 

4,622 

3,591 

4,736 

6,012 6,20029,759 28,978 

35,411 

49,600 

42,788 
45,421 

47,727

54,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

営業利益
（百万円）

売 上 高
（百万円）

売 上 高（左軸） 営業利益（右軸）

予想



四半期業績の推移
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四半期売上高と営業利益の推移
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売上高の推移
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2027年3月期 第1四半期 セグメント別概要（売上高）

（単位：百万円）

2026/3期
第1四半期

2027/3期
第1四半期

増減
前年

同期比

化 成 品 8,908 11,700 2,792 31.3%

機 械 758 909 151 20.0%

電 子 材 料 466 850 383 82.2%

そ の 他 339 248 △ 90 △ 26.8%

合 計 10,472 13,709 3,237 30.9%

（百万円）
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2027年3月期 第1四半期 セグメント別概要（利益）

セグメント利益の推移

（百万円）（単位：百万円）

2026/3期
第1四半期

2027/3期
第1四半期

増減
前年

同期比

化 成 品

（ 利 益 率 ）

1,362

15.3%

1,665

14.2%

303 22.3%

機 械

（ 利 益 率 ）

1

0.3%

29

3.3%

27 1458.1%

電 子 材 料

（ 利 益 率 ）

103
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191 186.2%

そ の 他 214 175 △ 39 △ 18.2%

（ 調 整 額 ） △ 364 △ 361 3 －
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※各セグメントのセグメント利益には、全社費用などを配賦しておりません。
（全社費用などは、表中の調整額に該当します。）



化成品事業

◼ リン系製品は、一般品が減収となったものの、半導体向け高純度リン酸は国内向けおよび海外向けが堅調に
推移し、増収。

◼ 凝集剤は、上水道向け製品が堅調に推移し、増収。
◼ その他製品は、コンデンサー向け原料が堅調に推移し、増収。
◼ セグメント利益は、リン系製品・凝集剤・その他製品ともに堅調に推移し、303百万円（+22.3％）の増益。
◼ 売上高、セグメント利益ともに、四半期ベースで過去最高。
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1Q 1Q 1Q

【化成品事業】 売上高とセグメント利益の推移 【化成品事業】 製品別売上高の推移
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■リン系製品（含む高純度リン酸大阪製造分）

■凝集剤
■その他製品
■連結子会社他 （含む高純度リン酸台湾製造分）



化成品事業（四半期業績）
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【化成品事業】 売上高とセグメント利益の四半期推移

セグメント利益
（百万円）
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機械事業

◼ 建設機械は、破砕機などの本体販売やプラント販売、精密機械加工が堅調に推移し、全体では増収。

◼ 土木機械は、下水道関連向け掘進機の販売・レンタルともにやや低調であるものの、前年同期比では増収。

◼ セグメント利益は、建設機械、土木機械ともに増収したことにより、27百万円の増益。
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1Q 1Q 1Q
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機械事業（四半期業績）
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【機械事業】 売上高とセグメント利益の四半期推移
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電子材料事業

◼ 化合物半導体向け高純度無機素材は、化合物半導体市況が堅調に推移したことから、赤リン・インジウム、
酸化ホウ素が増収。また、ガリウムはスポット販売もあり増収。

◼ 機能性材料は、受注に向けた営業活動を継続中。

◼ セグメント利益は、増収に伴い、191百万円（+186.2％）の大幅増益。
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【電子材料事業】 売上高とセグメント利益の推移
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電子材料事業（四半期業績）
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【電子材料事業】 売上高とセグメント利益の四半期推移
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2026/3期
第1四半期

2027/3期
第1四半期

増減 前年同期比

売上高 10,472 13,709 3,237 30.9%

売上原価 7,915 10,624 2,708 34.2%

販売費・一般管理費 1,238 1,279 41 3.3%

営業利益 1,317 1,805 487 37.0%

営業外収益 215 137 △ 78 △ 36.4%

営業外費用 79 78 △ 0 △ 0.8%

経常利益 1,454 1,863 409 28.1%

特別利益 － － － －

特別損失 － － － －

税金等調整前四半期純利益 1,454 1,863 409 28.1%

親会社株主に帰属する

四半期純利益 1,089 1,312 222 20.5%

（減価償却費） 436 453 16 3.8%

損益計算書（連結）

（単位：百万円）
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貸借対照表（連結）
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※ 棚卸資産＝商品及び製品＋仕掛品＋原材料及び貯蔵品

（単位：百万円）

＜自己資本比率＞ 63.7% 62.5% △ 1.2%

2026年3月末 2026年6月末 増減

流動資産 24,646 25,761 1,115
現金及び預金 4,823 4,888 64

受取手形、売掛金、電子記録債権 11,853 12,660 807

棚卸資産 ※ 7,634 7,867 233

固定資産 25,327 25,706 378
有形固定資産 20,155 20,551 396

無形固定資産 48 47 △ 1

投資その他の資産 5,123 5,107 △ 16

資産合計 49,973 51,467 1,493

流動負債 11,202 12,777 1,575
支払手形、買掛金、電子記録債務 3,686 4,019 333

短期借入金 3,814 3,848 34

固定負債 6,930 6,504 △ 425
長期借入金 3,693 3,310 △ 382

退職給付に係る負債 2,566 2,525 △ 40

純資産合計 31,840 32,185 344
株主資本 29,406 29,811 405

その他の包括利益累計額 2,434 2,373 △ 61



3. 参考資料
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2027年3月期の業績予想
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◼ 化成品事業は、半導体向け高純度リン酸が引き続き海外を中心に堅調に推移し、国内も回復傾向にあ
ると想定されるため、増収増益を見込む。

◼ 機械事業は、下水道関連向け掘進機は前期並みと見込むが、建設機械は本体販売およびプラント販売
は回復が見込まれるため、増収増益を見込む。

◼ 電子材料事業は、引き続き化合物半導体市況が堅調に推移する見込みで、前期のガリウムのスポット
販売は剥落するものの若干の増収、利益は前期並みを見込む。

◼ 当期純利益は、下期に特損計上見込（固定資産処分損1億円強）により若干の減益を見込む。

（単位：百万円）

2026/3期 2027/3期予想 増減 前年同期比

売 上 高 47,727 54,000 6,272 13.1%
化成品事業 39,956 45,000 5,043 12.6%

機械事業 4,197 5,300 1,102 26.3%

電子材料事業 2,395 2,500 104 4.4%

その他の事業 1,176 1,200 23 2.0%

営業利益 6,012 6,200 187 3.1%
化成品事業 5,531 5,800 268 4.9%

機械事業 405 500 94 23.3%

電子材料事業 696 700 3 0.5%

その他の事業 746 700 △ 46 △ 6.2%

調整額 △ 1,367 △ 1,500 △ 132 －

経常利益 6,191 6,300 108 1.7%
親会社株主に帰属する当期純利益 4,359 4,300 △ 59 △ 1.4%
1株配当金 36円 36円 0円 －
想定為替レート（1ドル） 155円

※2026年4月1日付で普通株式1株につき5株の割合で株式分割実施。 2026年3月期の1株当たり配当金は当該株式分割の影響を遡及的に反映して表示。

（参考情報：2026/5/14開示内容から変更なし）



設備投資・減価償却費及び研究開発費の推移
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（百万円）

設備投資・減価償却費 研究開発費

（百万円）
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◼設備投資は、2026年3月期に台湾子会社の半導体向け高純度リン酸の製造設備増設を実施済み。
2027年3月期は化成品事業・電子材料事業を中心に更新・増強投資を実施予定。

◼研究開発費は、主に開発センターにおける研究開発活動に係る費用。
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（参考情報：2026/5/14開示内容から変更なし）



2026年3月期決算説明会（6/3開催）での主な質疑応答 ①
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■ 化成品事業：高純度リン酸

Q 地域別、および用途別（ロジック・NAND・DRAM別）の売上構成について

A 全体売上規模：26/3期の高純度リン酸売上高は168億円（連結売上高の35％）。当社単体と台湾連結子会社の

合計値。（※持分法適用会社である韓国合弁会社の売上は含まず、純利益の39％を営業外収益として計上）

地域別内訳： 台湾連結子会社の売上高125億円のほとんどが高純度リン酸。高純度リン酸売上高168億円との差額

が、当社単体分（国内販売および韓国・中国向け輸出）。

半導体種類別：詳細な数値は非開示だが、日・台・韓の各生産拠点から各国の半導体メーカーへの販売がメイン

（一部国境を跨ぐ輸出あり）。「26年3月期決算説明会資料」40頁記載の地域別製品順序が

概ねの売上順イメージとなる。

■ 電子材料事業：化合物半導体・インジウムリン

Q インジウムリン基板向け高純度無機素材の今期（27/3期）売上見込みについて

A 業績予想： 電子材料事業の27/3期売上高は25億円（前年比+1億円）を計画。前期にあったガリウムのスポット

販売を見込まないものの、化合物半導体市場の堅調な基調を反映し増収予想。

売上イメージ： 高純度無機素材4製品（ガリウム、インジウム、赤リン、酸化ホウ素）で事業売上の約8割を占め、

各売上規模は大雑把に言うと同じくらいの規模感。インジウムリン基板向けには「インジウム」「赤リン」

「酸化ホウ素」の3製品が該当。

Q インジウムリン基板向け素材におけるポジショニング・競合・シェアについて

A 当社の強み： 高純度インジウムを供給できるメーカーはグローバルに数社。当社は、顧客の製造工程で出るスクラップを

回収・再生精製して再販売するリサイクル技術を保有。

シェア： 「赤リン」「酸化ホウ素」を供給できるメーカーはグローバルでも更に限定的。具体的数値の開示は難しい

が、各製品とも相応のシェアを獲得している。

※ 以下内容は当社ウェブサイト掲載の「2026年3月期決算説明会（2026年6月3日開催）主な質疑応答」を要約しています。
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■ 電子材料事業：化合物半導体・インジウムリン（続き）

Q 光トランシーバー向け等での高純度化による収益性・価格帯の違いについて

A 用途（光トランシーバー／パワー半導体等）を問わず基本的に同等の高純度が要求される。基板メーカーおよび高純度
原料の供給メーカーはグローバルでも限定的であり、顧客の成長に合わせて要求される数量・品質を確実に供給していく。

Q 今後の増強に向けた設備投資の予定について

A 現状の生産能力で足元の需要は充足している。顧客の増産計画を、当社のビジネスチャンスと捉えており、顧客と情報交
換しながら、如何に当社において取り組んでいくかを検討していく。

■ 設備投資

Q 27/3期の設備投資（30億円予定）の内訳について

A 化成品・電子材料事業を中心に更新・増強投資を実施予定。年間10～20億円程度の維持更新投資に加え、やや小
ぶりな増強投資を積み上げた計画。前期の台湾子会社における30億円のような大型投資は含んでいない。

Q 次期中計およびそれ以降を見据えた成長投資の考え方について

A 半導体市場の拡大をビジネスチャンスと捉え、適切なタイミングで対応する。来年度からの次期中計は長期ビジョンのフェー
ズ2であり、フェーズ1の「種まき」からフェーズ2の「育成」へ移行する。具体的な投資計画や利益創出のストーリーは、1年
後の決算説明会にて公表予定。

■ 長期ビジョンと次期中計

Q 2033年度目標（売上高800億円・営業利益80億円）達成に向けた課題・必要な取り組みについて

A 現中計（フェーズ1）の「種まき」は順調に形が整いつつある。顧客ニーズや需要増加のスピードが加速しているため、前もっ
て準備を進め、スピード感をもって来年度からの次期中計（「育成」フェーズ）に取り組むことが重要となる。



本資料に関する注意事項

本資料に記載されている内容は種々の前提に基づいたもので

あり、将来の数値等に関する記載については、不確実な要素

を含んだものとご理解ください。

ーIRに関する問い合わせ窓口ー
ラサ工業株式会社 経理部

03-3258-1835
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